
禍
根
を
残
す
愚
行

主
要
農
作
物
種
子
法
を

「
廃
止
す
る
」
法
案
が
３

月

日
に
自
民
、
公
明
、

28
維
新
の
賛
成
で
衆
院
を
通

過
、
４
月

日
、
参
院
本

14

会
議
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

「
わ
が
国
の
食
料
主
権

に
禍
根
を
残
す
愚
行
だ
。」

（
日
本
農
業
新
聞
４
月
15

日
論
説
）
と
指
摘
さ
れ
る

よ
う
に
、
ま
さ
に
愚
か
な

政
権
に
よ
る
愚
か
な
選
択

で
す
。

種
子
法
の
廃
止
で
種
子

の
安
定
供
給
な
ど
の
法
的

根
拠
が
損
な
わ
れ
、
は
え

ぬ
き
、
つ
や
姫
な
ど
の
水

稲
品
種
を
育
成
し
て
き
た

山
形
県
水
田
農
業
試
験
場

（
鶴
岡
市
藤
島
）
に
と
っ

て
、
予
算
の
確
保
が
難
し

く
な
り
将
来
が
危
ぶ
ま
れ

ま
す
。

試
験
場
の
根
拠
法

種
子
法
は
戦
後
の
食
料

増
産
を
目
的
に
１
９
５
２

（
昭

）
年
に
制
定
さ
れ

27

ま
し
た
。

稲
、
麦
、
大
豆
（
主
要

農
作
物
）
の
種
の
開
発
・

生
産
を
国
と
都
道
府
県
の

責
任
と
し
て
定
め
、
農
家

へ
の
安
定
供
給
を
保
障
し

て
き
た
法
律
で
す
。

気
候
風
土
の
違
う
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
適
し
た
良

質
な
種
子
を
「
奨
励
品
種
」

に
指
定
・
普
及
す
る
た
め

に
、
各
地
の
農
業
試
験
場

な
ど
に
、
国
が
お
金
を
出

す
根
拠
と
な
っ
て
き
た
法

律
で
す
。

規
制
改
革
の
議
論

そ
れ
が
、
昨
年
（
２
０

１
６
）
の
規
制
改
革
推
進

会
議
農
業
Ｗ
Ｇ
（
ワ
ー
キ

ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
）で
、「
地

方
公
共
団
体
中
心
の
シ
ス

テ
ム
で
、
民
間
の
品
種
開

発
意
欲
を
阻
害
し
て
い
る

主
要
農
産
物
種
子
法
は
廃

止
す
る
」（

月
６
日
）
と

10

問
題
提
起
さ
れ
、
廃
止
の

議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

国
会
で
は
、
議
論
の
前

提
に
な
る
資
料
の
提
出
も

説
明
も
な
く
、
衆
参
合
わ

せ
、
わ
ず
か

時
間
の
審

12

議
で
こ
の
種
子
法
を
廃
止

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

民
間
参
入
が
狙
い

安
倍
政
権
の
狙
い
は
、

種
子
を
民
間
事
業
者
に
開

放
し
、
多
国
籍
企
業
な
ど

が
日
本
で
種
子
ビ
ジ
ネ
ス

を
促
進
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

い
ま
世
界
で
は
、
米
国

の
モ
ン
サ
ン
ト
社
の
よ
う

に
、
遺
伝
子
組
み
換
え
作

物
が
種
子
市
場
を
制
覇
し

て
い
ま
す
が
、
種
子
法
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
守
ら
れ

て
き
た
日
本
の
種
子
、
食

の
安
全
が
脅
か
さ
れ
ま
す
。

種
子
は
公
共
物

４
月

日
の
参
院
農
林

13

水
産
委
員
会
で
、
採
決
に

先
立
つ
参
考
人
質
疑
で
、

龍
谷
大
学
経
済
学
部
の
西

川
芳
昭
教
授
は
、「
種
子
は

公
共
物
で
あ
り
、
特
定
企

業
の
所
有
物
で
は
な
い
」

と
し
、
種
子
法
廃
止
で
種

子
の
企
業
保
有
が
す
す
め

ば
、
共
生
社
会
が
損
な
わ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
指

摘
。
国
や
都
道
府
県
に
種

子
の
生
産
・
普
及
を
義
務

付
け
て
い
る
種
子
法
は
、

人
権
と
し
て
、
す
べ
て
の

農
家
に
種
子
に
ア
ク
セ
ス

す
る
権
利
を
保
障
す
る
、

世
界
で
も
先
進
的
な
法
律

だ
と
強
調
し
て
い
ま
す
。
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戦
後
の
県
内
凧
事
情
（
庄
内

一
）

鈴
木

隆
（
小
中
島
）

最
上
川
か
ら
海
に
流
れ

出
た
砂
が
、
強
い
海
風
で

巻
き
上
げ
ら
れ
て
庄
内
砂

丘
が
形
成
さ
れ
た
。

西
浜
は
古
く
か
ら
飛
砂

に
悩
ま
さ
れ
、
黒
松
の
植

林
が
何
度
と
な
く
繰
り
返

さ
れ
て
、
漸
く
、
酒
田
本

よ
う
や

間
様
の
３
代
目
、
光
丘
に

み
つ
お
か

よ
っ
て
現
在
の
見
事
な
松

林
に
な
っ
た
歴
史
が
あ
る
。

か
つ
て
、
芭
蕉
が
元
禄

２
年
（
１
６
８
９
）、
奥
の

細
道
で
鶴
岡
か
ら
象
潟
に

向
か
っ
た
８
月
１
日
の
日

記
に
、
…
磯
を
伝
い
、
い

さ
ご
を
ふ
み
て
、汐
風
真
砂

ま
さ

ご

を
吹
き
上
げ
…
と
あ
る
。

ま
た
、
安
部
公
房
の
代

表
作
「
砂
の
女
」
は
、
浜

中
を
舞
台
に
し
た
海
か
ら

吹
き
上
げ
る
砂
と
の
葛
藤

か
つ
と
う

の
小
説
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
強
い
海

風
が
吹
く
酒
田
は
凧
揚
げ

に
は
格
好
の
好
条
件
で
あ

か
つ
こ
う

り
、
古
来
よ
り
左
官
職
人

や
船
大
工
の
副
業
と
し
て

凧
作
り
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。

戦
後
、
食
料
不
足
に
よ

る
配
給
制
度
や
生
活
物
資

の
窮

乏
に
よ
り
、
凧
ど
こ

き
ゆ
う
ぼ
う

ろ
の
話
で
は
な
か
っ
た
が
、

昭
和

年
代
後
半
、
日
本

40

文
化
の
見
直
し
が
注
目
さ

れ
、
各
地
に
伝
わ
る
独
自

の
伝
統
凧
の
復
活
団
体
が

結
成
さ
れ
る
様
に
な
り
、

酒
田
で
も
そ
の
頃
、
凧
好

き
な
何
人
か
が
子
ど
も
達

に
凧
作
り
を
教
え
て
い
た
。

そ
ん
な
中
で
、
市
内
の

複
数
の
旧
家
の
土
蔵
か
ら

凧
の
下
絵
が
大
量
に
発
見

さ
れ
た
。
そ
の
上
、
全
国

あ
ち
こ
ち
か
ら
酒
田
の
伝

統
凧
「
ひ
と
凧
」
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
な

ど
か
ら
、
昭
和

年
、
凧

50

の
普
及
に
情
熱
を
燃
や
し

て
い
た
阿
部
敏
夫
氏
（
元

国
鉄
職
員
・
故
人
）
ら
が

中
心
と
な
り
酒
田
凧
保
存

会
を
立
ち
上
げ
た
。

酒
田
凧
保
存
会
（
会
長
・

松
田
正
美
・
会
員

名
）

11

会
発
足
翌
年
の
昭
和
51

年
、
酒
田
大
火
（
１
７
７

４
軒
焼
失
）
が
あ
り
、
凧

の
下
絵
の
多
数
を
失
っ
た

が
、
そ
の
後
新
た
に
数
カ

所
か
ら
下
絵
発
見
、
現
在

約
１
６
０
点
を
会
が
保
存

し
て
い
る
。
版
木
数
枚
は

酒
田
資
料
館
に
あ
る
。

昭
和

年
、
酒
田
市
制

58

年
を
記
念
に

畳
の
大

50

13

凧
を
市
に
寄
贈
し
た
。

毎
月
１
回
の
例
会

の
ほ
か
、
毎
年
、
県

内
外
の
凧
保
存
団
体

を
招
き
、
酒
田
市
凧

揚
げ
大
会
を
開
催
し

て
い
る
。
５
月
５
日

に
は
、
子
ど
も
凧
揚

げ
大
会
を
日
和
山
公

園
で
実
施
す
る
。
ま

た
、
東
北
各
地
の
凧

揚
げ
大
会
に
も
参
加

す
る
な
ど
、
県
内
の

凧
保
存
会
の
中
で
最

も
活
動
し
て
い
る
。

昭
和

年

酒
田
市
凧
揚
げ
大

57

会
（
最
上
川
河
川
敷
）



ロ
ー
ス
ハ
ム
事
始
め
②

（
前
号
の
つ
づ
き
）

日
本
人
の
口
に
合
っ
た

洋
風
ハ
ム
が
出
来
な
い
も

の
か
、
そ
の
肉
を
ロ
ー
ル

に
し
て
燻
製
に
し
よ
う
か
、

し
か
し
日
本
人
は
食
べ
方

が
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
か

ら
ボ
イ
ル
に
し
た
ら
好
い
。

こ
う
し
て
作
っ
た
の
が
ボ

イ
ル
ド
ハ
ム
つ
ま
り
ロ
ー

ス
ハ
ム
だ
っ
た
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
な
い

も
の
を
工
夫
し
て
き
た
ロ

ー
マ
イ
ヤ
ー
。
い
ろ
ん
な

食
材
を
集
め
て
料
理
し
て

き
た
捕
虜
な
ら
で
は
の
思

い
つ
き
だ
っ
た
。

ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
が

知
ら
れ
て
い
な
い
当
時
の

日
本
で
は
、
調
理
方
法
は

先
の
話
。
ま
ず
切
っ
て
直

ぐ
食
べ
ら
れ
る
一
般
向
け

の
ハ
ム
を
作
ら
ね
ば
始
ま

ら
な
い
。
ロ
ー
ス
ハ
ム
は

こ
う
し
て
１
９
２
１
（
大

正

）
年
に
誕
生
し
た
。

10昭
和
十
年
代
に
こ
の
ロ

ー
マ
イ
ヤ
ー
と
同
じ
畜
産

加
工
業
を
目
論
ん
だ
男
が

い
た
。
庄
内
で
は
ま
だ
誰

も
手
掛
け
て
い
な
い
未
開

拓
の
分
野
で
あ
る
。
成
澤

武
雄
で
あ
る
。

当
時
、
庄
内
農
高
の
教

師
の
職
に
あ
り
、
大
川
渡

の
自
宅
か
ら
通
勤
し
て
い

た
。学

校
の
休
み
に
見
習
い

と
し
て
鎌
倉
ハ
ム
に
弟
子

入
り
し
、
ハ
ム
ソ
ー
セ
ー

ジ
の
製
法
を
習
っ
た
。

大
川
渡
の
自
宅
の
台
所

で
ハ
ム
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
加

工
し
、
鶴
岡
市
内
の
料
理

屋
な
ど
を
得
意
先
と
し
て

い
た
。

当
時
の
屠
場
は
七
窪
に

と
じ
よ
う

あ
っ
た
。
運
搬
用
に
ダ
ッ

ト
サ
ン
ト
ラ
ッ
ク
を
購
入

し
、
会
社
を
最
初
、
成
澤

商
会
と
名
付
け
た
。

庄
内
農
高
を
退
職
し
、

住
居
、
工
場
、
店
舗
を
市

内
三
日
町
に
建
設
し
た
。

土
地
は
借
地
。
武
雄
の
叔

母
の
嫁
ぎ
先
の
鈴
木
醤
油

店
所
有
で
あ
る
。

事
業
拡
大
の
た
め
鶴
岡

駅
直
近
に
土
地
を
購
入
し
、

本
格
的
な
工
場
を
建
設
。

商
号
を
東
北
畜
産
工
業
ｋ

ｋ
と
改
め
た
。
今
、
鶴
岡

東
工
業
団
地
に
工
場
の
あ

る(
株)

東
北
ハ
ム
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

自
民
党
政
治
の
限
界

経
年
劣
化
と
い
う
４
字

熟
語
は
、
書
い
て
字
の
如

し
。
長
く
使
っ
て
い
る
と

ダ
メ
に
な
る
と
言
う
と
い

う
事
で
す
。
安
倍
内
閣
に

は
素
材
の
悪
さ
も
感
じ
ま

す
。

▲
そ
ん
な
内
閣
を
作
る
資

格
が
も
う
３
年
間
息
を
延

ば
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
な
っ
た
ん
だ
と
か
。
国

民
に
と
っ
て
迷
惑
な
こ
と

で
す
ね
。
次
の
首
相
を
夢

見
て
い
た
人
だ
っ
て
困
る

こ
と
で
し
ょ
う
ヨ
。

▲
お
山
の
大
将
を
続
け
ら

れ
る
の
は
、
小
選
挙
区
制

で
推
薦
を
貰
わ
な
け
れ
ば

次
が
無
い
と
い
う
事
で
、

誰
も
不
満
や
反
対
を
言
え

な
い
仕
組
み
を
政
権
内
に

創
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
だ

か
ら
、
獲
得
票
が
半
分
に

満
た
な
く
と
も
当
選
す
る

小
選
挙
区
制
の
害
悪
は
、

も
う
一
つ
あ
っ
た
の
だ
。

▲
お
山
の
大
将
は
、
昨
日

ま
で
出
来
な
か
っ
た
憲
法

の
読
み
替
え
ま
で
や
っ
て
、

戦
争
が
出
来
る
国
に
し
て

し
ま
っ
た
。
ど
の
場
面
で

も
持
論
を
押
し
付
け
、
議

論
に
な
れ
ば
ウ
ソ
を
つ
き
、

或
い
は
誤
魔
化
し
、
丁
寧

に
説
明
す
る
と
言
い
な
が

ら
力
づ
く
で
押
し
通
す
。

▲
こ
ん
な
状
況
の
大
臣
に

は
、
首
相
の
考
え
方
が
表

に
出
て
く
る
。
復
興
大
臣

が
被
災
者
や
国
民
に
は
許

さ
れ
な
い
こ
と
を
言
っ
て

も
、
首
相
の
考
え
と
同
じ

だ
か
ら
首
に
な
る
心
配
が

な
い
と
判
っ
て
、
一
言
を

取
り
消
さ
な
い
。
そ
れ
で

い
て
、
福
島
に
行
っ
て
知

事
に
２
人
で
謝
っ
た
が
、

何
を
謝
っ
た
ん
だ
ヨ
。

▲
こ
の
日
は
初
め
か
ら
２

人
で
行
く
予
定
に
な
っ
て

い
た
ん
で
し
た
か
ネ
ー
。

急
き
ょ
行
く
こ
と
に
な
っ

た
の
な
ら
、
あ
の
一
言
が

無
駄
な
大
金
を
使
わ
せ
た

こ
と
に
な
る
ん
だ
ゼ
。

▲
大
臣
に
相
応
し
く
な
い

と
言
わ
れ
て
暫
く
な
る
者

が
何
人
か
い
る
内
閣
。
素

材
の
悪
さ
が
初
め
か
ら
あ

っ
た
ん
だ
ゼ
。
数
を
頼
り

で
押
し
て
き
た
が
、
も
う

限
界
だ
ナ
。（
石
川
）

学
準
備
金
に
つ
い
て
書
い

て
い
ま
す
。

就
学
援
助
制
度
と
は
、

憲
法
に
そ
っ
た
学
校
教
育

法
の
「
就
学
困
難
と
認
め

ら
れ
る
学
齢
児
童
生
徒
の

保
護
者
に
対
し
て
は
，
市

町
村
は
，
必
要
な
援
助
を

与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

に
も
と
づ
く
制
度
で
す
。

鶴
岡
市
で
は
２
０
１
６
年

度
に
受
給
の
子
は
７
２
８

人
ほ
ど
で
、
全
体
の
ほ
ぼ

７
％
で
す
（
全
国
で
は
２

０
１
３
年
度
１
５
４
万
人
、

・
７
％
）。
国
の
平
成

15

29

年
度
予
算
額
は
９
億
円（
こ

利
を
有
す
る
」、さ
ら
に「
義

務
教
育
は
、
こ
れ
を
無
償

と
す
る
」
と

条
に
あ
り

26

ま
す
。
共
産
党
は
市
民
団

体
と
協
力
し
て
、
権
利
充

実
、
義
務
教
育
完
全
無
償

に
向
け
て
国
会
・
地
方
議

会
で
取
り
上
げ
要
求
し
て

き
ま
し
た
。
先
号
の
『
新

つ
る
お
か
』
も
、
そ
の
一

つ
と
し
て
就
学
援
助
の
入

れ
に
同
額
の
自
治
体
負

担
）、
こ
れ
だ
け
の
金
で
多

く
の
子
ど
も
が
喜
ん
で
い

る
の
で
す
。

し
か
し
、
支
給
が
入
学

後
、
支
給
額
も
実
態
と
合

わ
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ

り
、
国
会
で
の
共
産
党
畑

野
君
枝
議
員
、
昨
年
９
月

議
会
菅
井
巌
市
議
な
ど
の

提
案
で
、
先
号
『
新
つ
る

お
か
』
の
記
事
の
よ
う
に
、

援
助
金
が
小
学
生
４
万
６

０
０
円
、
中
学
生
４
万
７

４
０
０
円
に
倍
増
、
さ
ら

に
入
学
前
支
給
も
可
能
と

文
科
省
が
通
知
し
ま
し
た
。

「
す
べ
て
国
民
は
…
ひ

と
し
く
教
育
を
受
け
る
権

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
日
曜
版
４
月
２
日
号

庄内農高でのハム製造作業。左側から２人目が成澤武雄
氏。1933(昭和8)年11月5日、東京で開かれた第１回全国
農業学校農産加工品品評会で、全国54校800点の中から庄
内農高のハム類・ソーセージが第1位となり賞賛を博し
た。（山形県立庄内農学校47年史 203頁から）


